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　　科目名

医学以外の多
様な専門性を
持つ学生の個
性を活かすとと
もに，体系的，
統合的に基礎
医学から先端
医学まで幅広
い知識を身に
つけている。

生命科学の研
究手技，技能
を理解し，先端
的知見を得る
ための技術を
修得して国際
展開するため
の能力を有す
る。

医学分野の高度専門職
業人及び研究者として，
生命倫理を尊重し，医学
教育研究に熱意を持ち，
進歩する高度先進医療
に国際的な視野をもって
対応することができる。

医学に関する幅広い知
識，技能に裏付けられた
実践力を身につけ，医
学・医療の学際的融合領
域を推進するための先進
的思考力を備えている。

生命倫理概論 ◎ ○ ○
生命倫理学，臨床倫理学，社会倫
理，個人情報保護，実験動物愛護等
について概説できる。

臨床心理学 ◎ ○
臨床心理学の基礎的理論・技法およ
び今日的課題を説明できる

社会医学・疫学・医学統計概論 ◎ ○ ○
社会医学・薬学・歯学等に関して，授
業目的に示した講義内容の理解が深
まることを目標にする．


英語論文作成法 ◎ ○ ○

21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，
保健学の各分野で活躍する人材には
発信型英語能力が堪能であることが
要求される．本授業ではこれらの領
域で用いられる独特の英語表現法に
関わる基本的知識を修得することを
目的とする。

宇宙と栄養・医学概論 ◎ ○ ○
宇宙栄養学・医学の分野において、
宇宙実験の申請に必要な知識や問
題点が理解できる。

生命科学の研究手法 ◎ ○ ○
医科学・生命科学研究に必須の初歩
的技術が理解できる

医療系分野における知的財産学概
論

◎ ○ ○

１．知的財産制度の全体像を理解す
る。

２．研究活動や医療で必要な知的財
産制度の内容を理解する。

３．社会人として活動するに際して役
に立つ知的財産制度の内容を理解す
る。


生命科学コミュニケーション特論 ○ ○ ◎

英語による先端講義の理解をした上
で、それをまとめたプレゼンテーション
ができる。プレゼンテーションに対して
適切に議論ができる。

ヒューマンサイエンス（形態と機能） ◎ ○

１．科学的，論理的な理解，説明がで
きる．
２．細胞の基本構造と機能を説明でき
る．
３．遺伝子情報の仕組みを理解でき
る．
４．膜輸送、情報伝達の仕組みを説
明できる．
5.  以上の知識に基づいて課題につ
いて調査し自らの考えでまとめること
ができる。

臨床薬理学概論 ◎ ○
ヒトにおける薬物療法の現状と問題
点を理解し、創薬における臨床試験
の重要性を理解する。

プロテオミクス概論 ○
ポストゲノム時代における医学および
生物学に重要な位置を占めるプロテ
オミクスの基礎を習得する．

ゲノム創薬特論 ◎ ○

ヒトゲノム情報に基づく疾患発症の分
子機構，創薬及び治療アプローチに
関する講義を通じて，ゲノム創薬の考
え方と実際について学ぶ．

臨床医学概論 ◎ ○
臨床医学の基礎知識を理解し、説明
することができる。

ヒューマンサイエンス（病理病態学） ○

循環障害，腫瘍，炎症，感染症，免疫
異常など病気の原因と発生機序につ
いて，また，細菌，ウイルス，寄生虫
など微生物学の基礎知識について，
分子レベルで理解し，細胞レベル，臓
器レベル，個体レベルの変化と関連
させることができる。

プロテオミクス医科学特論 ○

プロテオミクスは、ゲノム科学の進展
に伴い細胞や生体のタンパク質の情
報を網羅的に捉えようとする研究領
域である。タンパク質の性質や多様
性を理解し、プロテオミクスの研究手
法の最先端を学習する。

発生・分化・再生医学特論 ○
発生・分化についての基礎知識を習
得し，それにもとづく再生医療の可能
性について展望できるようになる。
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課題探求演習 ○ ○ ○ ○ ○

最先端研究の成果を学修して，課題
探求能力の開発と，独創的な発想力
並びに研究プロジェクト推進能力を修
得している。

メディカルサイエンス特別研究 ○ ○ ○ ○ ○

講義・実習で習得した知識，実験手
法などを実際に研究の場で活かし、
試行錯誤によって改善していくこ
とができる。


